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　 王tllas　scarcely 　been　pQssible　to　dist弖nguish 　rnorpho 藍ogically 　the　Hower 　heads　ofA ・ゴaPenica 　subsp ・

littoricola　from　those 　of 　A ．」
’
aPonica ・

　 In　the　present 　work ，
　secretary 　sacs 　were 〔bund 　to　exist 　ill　every 　lobe　of 　disk刊owers 　of 」．ゴ6ψo痂 α，

even 　in　ear 正y　stages   f　development ，
　but　not 　ln　thosc　of 　A．α ψガ」’認 5，　 Thus ，　those　HQwer　heads

in ‘‘inchinkδ，’haviIlg　secretary 　sacs 　in　aU 　lc〕bes　of 　their　disk　Hower　were 　identi行ed 　as しhose 　oil 　A ．

」

’
aponica ．　In　natural 　hybr量d　p工ants 　（∠4．　capillaris 　x ∠｛，ゴaPenica ）　as　exan ユ丘ned ，　three 　types　of

　
disk

HQwers　were 　fbund ： （a ）t止10se 　havhlg　no 　secretary 　sacs
， （b）those　having　secretary 　sacs 　irL　 all　of

their　Iobes　and （c ）those　having　secretary 　sacs 　in　some 　of 　their　Iobes．

　市場品 の 日本産茵藤蒿 の 形態学的検討 に よ り中心花 の 花冠裂月
．
部 に 分泌嚢が な い もの （A 型） とそ れ があ る （B 型）

2 型が あ り，
い ずれ もカ ワ ラ ヨ モ ギ節 （Sect．　Dracunculus ）植物の 頭花 で あ る こ とを 明ら か に しk3 ）．そ の 後 A 型頭

花 は カ ワ ラ ヨ モ ギ （孟吻 檎 5α capillaris 　THUNB ．）あ る い はハマ ヨ モ ギ （A ．　seoParia 　WAI ．DT ，）を基源 とす る もの で あ

り，こ の 両者 の 区別 は 困難 で あ り，さ らに ハマ ヨ モ ギ の 分類学的取扱 に つ い て 考察を加 え た
4 ）．引き続き他の B 型頭

花の 基源を 明 らか に す る 目的 で カ ワ ラ ヨ モ ギ 節植物 の うち オ ト コ ヨ モ ギ （」．ブψ oπ∫6α THuNB ．） と ・・マ オ 1・コ ヨ モ ギ

（A．」

’
aPonica 　TIIUNB．　subsp ．　 littoricola　KITAM ．） の 頭花 の 形態に つ い て 検討を 行な っ た．な お 茵陳高に 未成熟な 頭 花

が 混 入 す る 可 能性 もあ る の で カ ソ ラ ヨ モ ギ とri．ト コ ヨ モ ギ の 中心花花冠裂片に おけ る分泌嚢 の 発達に つ い て も観察を

行な っ た．

　さ ら に最近 カ ワ ラ ヨ モ ギ とオ トコ ヨ モ ギ の 自然雑種の ある こ とが報告
5）

され て お り， そ の 頭花を も含 め て 比較検討

した の で 報告す る．
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徳島県古 野 川 （1967 ．10．27），大 分 県 久住高原（1967，10．5＞，福岡県香春岳 （1970．11．13）の 野生品 お よ び兵庫県宝塚 i｛r

山本圃場栽培品 （種子 ： 枚方採集晶）

　 2．　 ハ マ オ トコ ヨ モ ギ
6）

　北海道後志余別 （1975．9，21）， 野塚（1975．9．21），銭函海岸（1968．8．3D ，青森県夏泊海岸（1961、9，20）．

　 3．　 カ ワ ラ ヨモ ギ とオ トコ ヨモ ギ の 自然雑種
7）

　広島県 占島株 （NQ ．1，No ．2），大阪府枚方市穂谷川 堤株 （1974 ．9，29）．

実験方法および結果

　頭花各部 の 大 きさ の 測定は 前報
4） と同様に 乾燥状態で ニ コ ソ 実体顕 微鏡用計測装置 （scale 　O．　I　mm ）を用 い て 行 な

っ た ．また 組織 の 観察は 生 の 頭花を ホ ル マ リソ ・酢酸 ・ア ル コ ール 液 （FAA ）で 固定，常法に した が っ て パ ラ フ ィ ソ

包埋 した 後 切月 と し，Heidcnhain の ironhematoxylin また は Safranin−Fast　Grecn で 染色 し た ．

　1．　 オ トコ ヨモ ギ

　頭花は た て なが の 楕円 体状 で 総苞片 （卵形〜脩円形）は 3 〜4 列に 並ぶ ．総イttu［は 通常無毛で あ る が，外片に は 菌

1粛嵜の B 型頭花 で み られた よ う！よT ゴ字型 忌 （柄σ）細胞は 1〜 2 細胞 で ，頭部 の 細胞は一方が著し く短か い ．Fig．　l　Bg）

が しば しば認 め られ る．頭 花 の 中心 に （1− ）4・− 9（〜13）個 の 中心花 お よび そ の 周囲に （3・一）5〜8（〜11）f固の 周 辺 花が

並 ぶ ．花冠 は い ず れ も管状 で ，そ の 表面 に は腺毛が 1牧在 す る が，カ ゾ ラ ヨ モ ギ で み られ た よ うな 白色粉状の 分泌物は

み られ な い ，P1−r心花 の 花冠裂片部に は 楕円状 の 分泌嚢 （Fig．1As ＞が あ り ， そ の 中に Sudan 　III に 紅染す る褐色 の 油

脂様物質が 含 まれ て い る．また 5〜10％ の 苛 性 カ リ液に 温浸す る と花冠 の 色 が脱色 さ れ る と と もに 分泌嚢の 内容物が

濃褐色 とな り，認 め やす くな る．茵陳蒿 の B 型頭花の 形態と よ く
一

致す るの で 詳細は 省「咯す る ．

　総苞片 の 長 さ とllr畠： カ ワ ラ ヨ モ ギ の 場合
4〕 と同様に 3 株 （伊吹産 No，7483，徳島産 No ．　7414，7426）か ら 3 個ずっ

頭 花を とり，最内側の 4 ∫1
’
を除外 して各総苞片 の 最大幅 ＠）と最大長 （りを 測定 した．w ＝ 0．82± O、260　mm ，1・＝1．15

±o，397nlm （mean ±s，D ．，n；85）， そ の 比 （wfl ）は o．710±o．124 で あ り，カ ワ ラ ヨ モ ギ に お け る値 （ω ！l＝o・　574 ±

B
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Fig．1．　A1 −8 ： F正owers 　ef 　iirgemisiajapenica ．　 1
，
　Head （× 5）；　2，　Involucra！scales

　　　　（× 5）； 3，Disk 　flower （× 5〕； 4，　Ray 　Hower （× 5）； 5
，
　Upper 　part　of 　disk

　　　　｛lower〔xl3 ）； 6，　Transverse　section 　at　level　Z　in　Fig，1−6； 7−8
，　Surface

　　　　views 　of 　involucral　scale （outer 　oIle ）（x167 ｝．　 B 　1−9 ； Flower 　of 　A ，ブaponioa

　　　　subspccies 　liitoricola．1−8，　Corrcsponding　to　A　1−8 ；9，　Hair　on 　involucraI

　　　　scale （× 167）．　 seC ．：Secret乱 ry 　sac

6）青森県 以 北 の 海籍に 生育 し，葉の 切れ 込 み が 強 い もの （中裂
・一深裂） をノ・〜 オ ト ：1 ヨ モ ギ と し 〔取 扱 っ た ．

7）広島株 の 材料 は 山 口 火学 益 森 静生 助教 授 の 御 好 意 に よ り，標 本 の
一

部 を恵与 さ れ た もの で あ る． ま た 枚方株

　 は 同氏 の 染色体の 検討 に よ り確認 され た もの で あ る，

（183）
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Fig．2．　Longiしudhlal 　Viel〜・s　of 　Young 　Flower 　Hcad 　of ∠4rtemisia、ノaponica （x270 ）

　 1，Ray 　fiower　with 　developing　pistil　and 　o 、・ary ；2−4，
　disk 且owers 　in　 early

　 stage 　of 　development ； 2，　bud　with 　developing　corolla 　and 　stamcn 　only ；3，

　 bud 　with 　dcvelopingpistil　inside　the　 stamens ； 4，　bud　l）osscsing 　 secretary

　 sac 　which 　ig　seen 　as 　lurnen ｛n 　uPPer 　p 乱rt　orcorolla ．

0．067）　よ　り丿くきし、．

　中心花 の 発達 と分泌嚢の 形成 ： 未成熟な頭花 （横径約 1・n ・n ） を 観察す る と，周 辺 花 の 雄…蕊 が 伸長 し，子 房がふ く

ら ん で 胞原細胞がみ られ る段階 で は （Fig．2−1）そ の 内側に 接す る中心花 は 長 さ O．1S−−O．3mm とな り， 花冠の 内側

に 雄蕊 の 原基 だ けが 仲び た もの （Fig．2
−2）や 更に 雌 蕊 の 原某が 伸 長 した も の （Fig．2−3） が み られ，花粉母 細胞は 未

だ み られ な い もの が多い ．中心 花 が 長 さ約 0．2rnrn に 成長 した 時期で は 花冠 の 先端部 は 4 層 の 細胞か ら な り （巾央

部 で は 2 層），内側の 2 層 の 数個の 細胞で は核が帯黄色 となる
s，．中心 花 が さ らに 発）宝して 長 さ約 O．Smln に な る と，

そ れ ら の 細胞 の 問 に 楕 冂形の 空隙が 生 じ （Fig．2−4）， そ れ を と り囲む 細胞 は や や 扁平 とな り，　 Fast　Green で 細胞全

休が よ く染色 され る．花の 成長とともに こ の 空隙ぱ 大き くな り，
Sudan 　III に 紅染す る 油脂様物質 が 認め られ る こ と

8）核が 帯黄 色 とな った も の は ヘ マ トキ シ リ ソ て 染 色 され な か った ．こ の 理 由に つ い て は 未検討て あ るが，こ れ と

　 同様 な現 象 は 花冠 に 散 在 9『る腺 もに つ い て もそ の 形成過程 （中心花 力〜 〔〕．3−一・O．4mm ｝こ な っ た 没階） で観察 さ

　 れ た．

（184）
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か ら，そ の 空 隙 は 分 泌嚢の 形 成 をホ す もの と い え る ．中 心 花 の 花 冠 が 長 さ 0．6〜O．8mm に な る 頃，雄蕊 で は 花粉母

細胞が 分裂 して 花粉 4 分子が 形成 さ れ る，しか し こ の 時期 に 至 っ て も雌蕊の 基部に は 周辺花の よ うな 胞原細胞 は 認 め

ら れ ず，子 房 の 発達 は み られ なか っ た ．

　2．　 ハ マ オ トコ ヨ モ ギ

　総琶外片 の 背面に は T 字型毛 （柄a）細胞は 1 〜3 細胞 で ，頭部の 細胞は 厚膜性 で
一

方 が他方 よ り短 か い ．Fig・1Bg ）

が 多い もの と少な い もの が あ る．また小花の 花冠 に も少数 の 毛 （同一L） が 散在す る 個 体 が あ り（余 別株），オ ト コ ヨ モ

ギ と比較して 頭花の 径，花冠の 長 さがや や 大きい 傾向が み られ る．中心 花花冠裂片部 に は オ i・コ ヨ モ ギ と同様 の 分泌

嚢 が 認 め られ る，

　総苞月 の 長 さ と幅 ； オ トコ ヨ モ ギ と同 様に 総苞月 の 最大幅 ＠）と最大長 の を 測定した．そ の 結果夏泊株 （3株）

で は ω ＝＝1，14±0．263，1・一・・1．54± 0，386　mm ，　zaVl＝0．751± 0．115，余別株 （3 株） で は w ＝L27 ± 0．245，　 t＝1．86 ±

0，305m  
，
　 w ！1＝ ．689±O．131 で ， これ らを ま とめ て計算す る と，　 w ＝1．19± 0，236

，
1＝1・66± 0・389，ω μ羸0・727±

0，125 で あっ た，夏泊株，余別株い ずれ も幅，長さは オ ト コ ヨ モ ギ よ り大きく，w ／t ほ ぼ 同 じであっ た ．

　3．　 カ ワ ラ ヨ モ ギ と オ トコ ヨ モ ギ の 自然雑種

　本雑種に つ い て は 益森が 広島株に つ い て 報告
9

して い る よ うに 茎 の
．
ド部の 葉は オ ト コ ヨ モ ギに 似て い る が ，切れ 込

み が 深 く羽 状 に 深裂 し，裂 丿1’は 細 い ．枚 方 株 も葉 は 羽 状 に 深裂 し，裂 片 は 細い が カ ワ ラ ヨ モ ギ ほ ど細 くは な く，地上

部 は 冬に 枯死 す る．

　頭花は 楕円休状で ，総苞片，樹辺花，中心花 の 外形 は ヵ ワ ラ ヨ モ ギ とオ ト コ ヨ モ ギ （こ の 両種 は 中心花 の 分泌嚢と

腺毛分泌物以外 に ほ とん ど差異が み られない ） に 似 て い る，花冠表面 に 腺毛は ある が，カ ワ ラ ヨ モ ギ の よ うな 白色粉

状 の 分泌物は 認め られ ）歪い ．中心花花冠裂片部の 分泌嚢 に つ い て は ， 広島 No ．1 株 お よび枚方株 で は すべ て の 中心花

の すべ て の 花 冠 裂片に 分泌 嚢 が 認遅）られ た （B 型）．一．・方広島 No ．2 株で は 花冠裂 片 に ま っ た く分泌嚢が み られ な い

中心 花（A 型）
9）

と一
部の 裂 丿1に の み 分泌嚢が み 嚇 疋，ζ， もの （新 た に C 型 と呼ぶ）があ り，・一一・

個の 頭花の 中に は カ ソ ラ

ヨ モ ギ と 同 様 A 型だ け の もの もあ る が，A 型 と C 型 の 混 じ っ た もの が 認め られ た．

考察お よび結論

　1）　・・．d ．
　i・：”ヨ 七 ギ

互o）
は 変異の 1隔が 広 く，葉が や

．
や厚 く毛が 多 い もの 〔余 別 株 ， 京大理 所蔵標木 （KYO ）

・Hek −

kaido，　 Prov．　 Iburi　Rcbunge （S．　 Kitamura ，　 Oct．12，1935 他）3 か ら葉面に 毛が 少な く業の 厚み も通常 の オ ト 」 ヨ

モ ギ に 似 た もの があ る 〔KYO ，
　 PrDv．　Shiribetshi（1．　Okuno ，

　Aug ．31
，
1969 ）〕．今回は こ れら両者の 頭花 の 形態を観

察 して 結果，総苞に 毛の 多い もの と少ない もの が あ る が，そ の 他 の 点 で は 差 異 は み られ ず ，
い ず れ も中心花花冠裂 片

TABLE 　I．　MorpholDgical 　Characteristics　of 　Heads 　of 　Artemisia．ia）onica

A ．ゴaPoniaa tl．ゴaPenica 　subsp ．9ittoric，ota

Ilcad Width 〔mm ）

Length （mm ）

1．50 ± 〔〕．19＊

2．14± 0，17

InVolucral　scalesHairsNVidth

，iLength

　
一〜

十

〇．710・、U．124

1．66 ±0，09

2．24±0．21

　 十〜卅

0．727±O．125

Disk　tlower NumberLength

　of 　corolla （皿 rn ）

Secretary　sac 　in　lobe　of 　corolla

Hairs

（1〜）4〜9（〜13）

　 1．45 ± 0．10

　 　 　 十

　 6〜ll

I．76 ±0，09

　 　 十

一 〇 r 十

Ray 且ower NunlberLength

　Qf 　coroUa

（3〜）5〜8（〜11）

　0．64 ± 0，09

　 2〜10

0，97±0，07
＊ Incan ± S．D ．

9）前報で は A 型，B 型は それぞれ頭花全体を さす こ とに した が，本報で は それ ぞれ の 中心花の 型 を示す．
10）：iU・・亅四郎，村 田　源 ， 堀　勝，

　
t’
原色 N本植物図鑑

”
，上巻，保育社，1957，　 p 、55 に は，ハ マ オ ト u ヨ モ ギ は

　　オ ト コ ヨ モ ギ の 1．i」梅岸に 生え （秋田タ監，北海道），葉 は 1 〜2回 羽 状深裂 し，頭花が大 きく， 幅 2mm の もの

　　 と記 載
’
され て い る．

（185＞
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に 分泌嚢を もつ B 型に 相当す る もの で あ っ た ．こ れ らハマ オ ト
’
u ヨ モ ギ の 頭花 とオ ト

ー
＝ ヨ モ ギ を 比較す る と TABLE 　I

の よ うに 両者 に 明 らか な差 異は 認 め られず，確実に 区別 できな い こ とが わ か っ た，

　2） オ トコ ヨ モ ギ の 頭花 の 形態 は 前報 の カ ワ ラ ヨ モ ギ群
4）

の 頭花 と全体に よ く類似 して い る が，前 者 の 中 心 花花冠

裂片部に 分泌嚢が認 め られ る の に 対 し，後者 に は それがま っ た く認 め られない ．オ ト コ ヨ モ ギ で は こ の 分泌嚢は 中心

花がい まだ 0．3mm 程度の 小 さい 蕾の 段階か らすで に 出現する の に 対 して カ ワ ラ ヨ モ ギ で は 蕾か ら開花期 まで い ず

れ の 段階 に も分泌嚢が認 め られなか っ た．した が っ て こ の 分泌嚢 の 有無は 両者 の 頭花を鑑別す るた め に 有力な形質で，

成熟 した 頭花 だ け で な く末成熟な 頭花 （中心 花が 0，3mm 以 上 に 発達した も の ）に つ い て も区別 で きる こ とが わ か

っ た ，

　3） 邦産 カ ワ ラ ヨ モ ギ節植物 の 中 オ ニ オ ト コ ヨ モ ギ は ご く限 られ た 離島 （北海道渡島小島，青森県弁天島）で 知ら

れ て い る に すぎな い
ID ）

の で 茵 陳の 基源植物 の 検討対象か ら除 外 し，今 回 まで の 結果を ま とめ る と，市販茵陳は 形態的

に 2 型があり， そ の うち A 型 は カ ワ ラ ヨ モ ギ 群 の 植物の 頭花で あ り，
B 型は オ ト

’
」 ヨ モ ギ の 頭花で あ る こ とが わ か っ

た．

　4）　Artemisia属植物の 自然雑種 と して は北村
1「］ が A．　Fukudo と ・4，　rv

’
akai の 雑種 （．d．　Fauriei　NAKAI ， 朝鮮半島）

を あげ て い るほ か に Hegii2｝

は 中央 ヨ
ー P ッ

パ 産の もの に つ い て 瓦 06π膨 WEBER 　x 　A ・laxa（LAM ・）（＝A ・s“lviana

WoLF ．），　 A ，　campestris 　L．　x 　A．　scoparia 　WAI ．DT ．　el　KIT ．（＝ri，　Csepeliensis　SrMONKAI）な ど 7 種 の 雑種が存在して い

る と記 し て い る．著者 ら は 益森 に よ り確認 された ヵ ワ ラ ヨ モ ギ とオ トコヨ モ ギ の 雑種株の 頭花 の 形態を観察 した 結果 ，

中 心 花 花冠 裂H 部の 分泌嚢 に 関 し て オ トコ ヨ モ ギ また は カ ワ ラ ヨ モ ギ と同 じ特 徴を 示 す 頭花お よ び カ ワ ラ ヨ モ ギとオ

トコヨ モ ギ の 中間形を 示す頭花 の 3種類が認 め られ た．もし i】iva茵陳に 雑種起源 の もの が混入 した 場合，カ ワ ラ ヨ モ

ギ あ るい は オ ト コ ヨ モ ギ の 頭花 と区別 で ぎな い 場 合が あ る こ とを 考慮に 入れ て お く必要が あ る．
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’
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12） G ．Hcgi
，
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